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	　　　　　　　　　　　　　　　　忍び寄る“蚊”による感染症
現在の日本人にとって、「蚊」は痛い、痒い、耳ざわり、目ざわり、不衛生な昆虫です。しかし、世界的には大変怖い感染症を媒介する昆虫で、この感染症が日本に忍び寄っているようです。そこで、蚊が関係する主な感染症の現状をまとめました。
日本人の蚊に対する感覚　









　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（これは笈川の感覚です）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日本脳炎
　主に豚（牛、馬も）で増殖したウイルスが、その血液を吸った蚊からヒトが感染します。患者の10～25％が死亡し、20～40％に精神障害や運動障害などの後遺症が残り、完全治癒は１／３です。日本ではほぼ制圧（2005年の患者数７人）されたが、世界では毎年３～４万人の患者の発生が推定されています。
マラリア

　マラリア原虫を持つ蚊の吸血により、ヒトが感染します。ＷＨＯの推計では、世界では１年間に３～５億人の患者が発生し、150～200万人の死者があると報告されています。韓国では2000年に4,142人の患者が報告され、非武装地域北部の汚染地域から感染した蚊が侵入したためと推測されました。中国では2005年に39,656人の患者が報告されています。日本における2005年の患者は66人です。

ウエストナイルウイルス感染症

　米国で集団感染が問題とされていますが、1937年にウガンダの西ナイル地方で初めて確認されました。ウイルスは鳥の体内で増殖し、その血液を吸った蚊によってヒトが感染します。1999年に米国ニューヨークで集団感染が発生し、その後米国全体に拡大し、2005年米国での患者数は2,949人で116人が死亡しています。日本へは渡り鳥によって入ってくる可能性があります。日本における2005年の患者は1人（米国からの帰国者で、30歳代男性）です。予防ワクチンはありません。

デング熱
蚊の吸血によってヒトが感染します。都市型はヒト→蚊→ヒトで伝播します。世界では年間１億人の患者が発生し、致死率は5～10％と推定されています。予防薬はありませんので、刺されないことが唯一の予防法です。日本における2005年の患者は73人です。2001～2002年にかけて米国ハワイで流行し122人の患者が発生しました。

日本におけるマラリア、ウエストナイルウイルス感染症、デング熱の患者の発生原因は、海外での感染と考えられています。しかし、地球の温暖化、交通手段の拡大、渡り鳥によって、これらの感染症が、何時日本に入ってきても不思議でない状況になりつつあります。最大の対策は、やはり、蚊の住処を作らないこと、水溜りを作らないことだと思います。このほかに蚊が媒介する感染症として黄熱があり、アフリカ中部、南米で発生しています。（笈川）
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